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この歴史の節目に 
 2025年をもって、この国は敗戦後80年の節目を迎えます。 

 しかしこの80年目に先だって、世界は大きな危機を経験しています。ウクライナではロシアの侵攻が
続き、パレステナのガザではイスラエルによる民族浄化の殺戮が続き、つい先頃はアメリカによって大
量破壊兵器の開発阻止を名目とした一方的な攻撃がイランに対して加えられました。しかも驚くべきこ
とには、第二次大戦以降の世界において戦争を避けるための秩序を支えてきたはずの国々が、一方的に
行使された軍事的暴力を目にしてなお、これを制止する素振りさえ見せていません。今や世界中の権力
者たちが、軍備増強の必要性を大声で語るようになりました。 

 そして、今やこのような抑止を失った私たちの社会は、ネット上の匿名原則も相まって、言いっぱな
しの無責任が放置されるようになりました。その結果、私たちが大切に思い、またそれによってこの国
に住むすべての人々の権利を守り続けてきた原則が、軽蔑と冷笑のもとに置かれつづけています。この
風潮は、私たちが証しし宣教しようとしている「イエス・キリストの福音」から、社会的責任意識を骨
抜きにする誘惑として、今や既に働き始めているのではないでしょうか。平和の危機が、福音の危機で
あることを心に留めていただきたいのです。 
 
私たちが「宝」としてきたもの 
 私たち、日本基督教団の諸教会・伝道所や関連団体は1969年に鈴木正久教団総会議長の名で発出して
いる「第二次大戦下における 日本基督教団の責任についての告白」を、教団の公的姿勢を示すものとし
て受け入れ、またこの「告白」を、限界がありつつも、教会の依るべきひとつの指針と捉えつつ、そこ
に示された事柄を実現するべく努めてきました。 

 私たちの拠り所がイエス・キリストです。同時に私たちはこの国が、民族や血に還元されるような神
話ではなく、事実に即した歴史認識に根ざす共同体であってほしいと願うものです。 
 
私たちが「楯」とするもの 
 今年の平和聖日の前に、私たちは参議院の選挙結果を知ることになるでしょう。その結果によって
は、憲法の空洞化や、この国の軍事大国化はますます酷くなるかもしれません。しかし私たちは、この
時代・この国に、神の民として生まれあわせたことを、後悔したくないと思っています。どうかこの国
の、神の民のひとりとして責任を全うしてまいりましょう。私たちには何ができるのか。平和を実現す
るために、私たちには何ができるのか。それが、京都教区に連なる人々、お互いの間に見えるときに、
平和を願う祈りは必ず一つの実を結ぶと信じて止みません。 


